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福島原子力発電所事故により放出された放射性物質（放射線を出す物質）は、福島県だけ

でなく関東地方にも広く拡散しました。

震災があった昨年3月の時点では、空気中にも、地表にも、河川などにも放射性物質が存在

している状態でした。皆様も、大変ご心配なされたことと思います。放射線の影響について、

私たち放射線の専門家がよく尋ねられる内容をまとめましたのでご覧ください。

Q 放射線ってどこにあるの？

私たちは自然界から様々な放射線を常にあびています。宇宙や大地からの放射線を受け、空

気中や食物の中に含まれている放射性物質からの放射線もあびています。

私たちが1年間にあびる放射線の量は、平均すると2.4ミリシーベルト程度といわれています。

日頃から放射線をあびる私たちの体は、少しの量の放射線には充分耐える能力をもっています。

Q 原発事故の影響は栃木でもまだあるの？

今回の原発事故で、栃木県における放射線の量が高

くなったのは、放射性物質が空気中を流れてきて、地

面、森、川などに落ちたためです。

現在、放射線を出す寿命が短い放射性ヨウ素の影響

はほとんどないものの、寿命の長い放射性セシウムは

今も地面や植え込みにあり、放射線を出し続けていま

す。ただし、その放射線の量は、体に影響を与えるに

は遠く及ばない程度です。また事故直後空気中にあっ

た放射性物質は落ちてしまい、現在は空気中にありません。

Q 食べ物や水は安全なの？

市場に流通している野菜や魚は、放射線に関する検査を受けて大丈夫と確認されています。

栃木県における
　　　放射線の影響について

獨協医科大学　RIセンター　センター長　楫　靖

放射線ってどこにあるの？

原発事故の影響は栃木でもまだあるの？

食べ物や水は安全なの？
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水道水も専門機関が毎日検査をしており、万が一規制

値を超えるようなことがあれば、すぐに皆さんに伝わ

るように発表があります。

今後も、新たに収穫の時期を迎える野菜などの放射

線量が報道されることがあると思いますが、これは食

の安全を守る検査体制がしっかりしていることを表す

ものです。規制値以下の食べ物に関しては安心して召

し上がって下さい。

Q 子供が外で遊ぶことは大丈夫なの？

栃木県の地面に落ちて今も残っている放射性物質か

ら出される放射線の量は少なく、体への影響も考えら

れない程度であることから、外遊びや屋外での授業を

制限する必要はありません。

Q あびる放射線のにできることはあるの？

今は地面の土に固着している放射性セシウムの影響が最も大きいです。発せられる放射線の

量はわずかなので、「土遊びをしないように」と制限するほどではないと思います。

土遊びをしたら、手を洗う、うがいをする、服のほこ

りを払う、靴の泥を落とす、など通常の清潔を保つ行為

により放射性物質を遠ざけることができます。泥がつい

ている衣服を特別に扱う必要はなく、普段通りで洗濯し

てください。

空気中に放射性物質が漂っているわけではありません

ので、洗濯物は外に干すことができます。土埃が舞うほ

ど風が強いとき以外は、窓を開けて換気してもかまいま

せん。

子供が外で遊ぶことは大丈夫なの？

あびる放射線の量を減らすために、何か私たちにできることはあるの？
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【北関東３県のドクターヘリ広域連携】
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当院では昨年の東日本大震災において、さまざまな災害支援活動を実施いたしました。
その活動についてシリーズでご紹介いたします。

◆①災害支援ナース派遣◆ 獨協医科大学病院看護部
当院看護部では昨年の４月14日から４月18日にかけ

て、当時避難場所になっていた福島県の国立那須甲子
少年自然の家で災害支援ナースとして活動しました。

少年自然の家には、約200名前後の方が福島県内から
避難されており、浪江町や南相馬市から来た方も多数
いらっしゃいました。

震災後1ヶ月を経過していたため、避難所では全ての
ことに支援介入する期間は過ぎ、プライバシーを尊重

し各個人や家族単位での自立に任せる方向になっていました。
当院の支援としては、主に健康相談や介護が必要な方の支援、入浴介助、急病人の対

応などを行いました。

災害支援では現地が必要としている事を感じとり、行動に移さなくてはなりません。
避難されている方は身体的な疲労と精神的なストレスが蓄積されており、体調を崩さ

れる方がいるかも知れないことやそのサインを見落とさないように、また私たちに話し
掛けやすいように過度な介入は避けながらも適度な距離を保ち、接するよう心がけてい
きました。

私達が到着した翌日は、少年自然の家で働く看護師
が震災後始めての休暇がとれる日でもありました。そ
こには１人の看護師しかいなかったため、震災から約
１ヶ月間、休みなく働き続けていたわけです。働いて
いる方もぎりぎりの状態で働いている被災者であるこ
とを現実として目の辺りにしました。迷いや戸惑いの
中、24時間体制で活動し、私たちの後任グループへ、
行っている活動や気になる方の申し送りと今後検討す
るべき内容を申し送り、最終日となりました。

今回、現地には宇都宮駅から那須塩原駅まで公共交通機関を利用し、那須塩原駅から
はりんどう湖ファミリー牧場の方がボランティアとして送迎して下さいました。さらに、
少年自然の家では私達が休む部屋も用意してくださいました。沢山の方の支援の元で活
動できたことに感謝しています。

今回の活動を終え、今自分が置かれている環境に感謝し、ひとつひとつを大切に自分
ができることを考え行動していきたいと感じました。

未だ避難を余儀なくされている方が1日でも早く、元の日常生活に戻れることを願って
おります。

当院の災害支援について当院の災害支援について

避難所での健康相談の様子

避難所に用意された医薬品・衛生材料
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「病院への手紙」
〜病院へのお手紙に関するご回答〜

当院では、「病院への手紙」をご来院される皆様から募集しております。
ご意見箱に寄せられるご意見・ご要望に対するご回答をご紹介します。

病院内の案内表示について
……………………40歳男性・30歳女性　他多数

●病院にときどき見舞いに行きます。守衛の方からは案内をいただきますが、病棟への行き方が分か
りにくいです。
特に本館病棟と新館病棟への案内表示がなく、分かりにくいです。分かりやすい表示をするなど、
工夫していただければ病棟へ行きやすくなると思います。

当院からの回答

●当院では患者様から頂いたご意見を踏まえ、病棟
への案内表示について新規に掲出いたしました。
また、ご要望の多かった放射線治療部門等の案内
表示も分かりやすい案内表示に変更いたしました。

他の院内表示についても、より分かりやすい案内
となるよう検討して参ります。

新設した病棟案内表示（本館売店前）



2012年２月10日獨協医科大学病院だより冬号（第33号）

8

〒321-0293
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　TEL 0282-86-1111（代表）FAX 0282-86-4775
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　当院広報誌編集委員会では、より多くのみなさ
まに当院を知って頂けるような最新情報を提供す
ることを心掛けております。
みなさまが知りたい情報やご意見等がございまし
たら、「病院への手紙」にご記入くださいますよ
うお願いいたします。
　ドクターヘリも運航を開始して、２年が経過
し、出動件数も増加して参りました。当院職員一
丸となり、栃木県の救急医療を守るべく今後とも
努力して参りますので、みなさまのご支援とご協
力をお願いいたします。


